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売
店
・
編
集
部  

お
す
す
め
の
店

　

レ
ス
ト
ラ
ン
な
の
に｢

た
べ

る
な｣

。
一
度
聞
い
た
ら
忘
れ

ら
れ
な
い
店
名
は
イ
タ
リ
ア

語
で「
気
軽
な
食
堂
」の
意
。

同
時
に
「
食
べ
る
菜
」
と
い

う
意
味
も
込
め
る
。
同
店
で

使
用
す
る
す
べ
て
の
野
菜
は

有
機
肥
料
を
使
用
し
、
無
農

薬
で
栽
培
し
た
も
の
。
オ
ー

ナ
ー
シ
ェ
フ
の
石
井
幸
司
さ

ん
（
37
）
が
成
田
に
あ
る
実

家
の
農
園
か
ら
朝
採
り
し
た

新
鮮
な
も
の
ば
か
り
。

　

石
井
シ
ェ
フ
は
イ
タ
リ
ア
で

修
業
し
、帰
国
後
は
フ
レ
ン
チ

の
店
で
も
研
鑚
を
積
み
、ジ
ャ

ン
ル
に
と
ら
わ
れ
な
い
独
創

的
な
店
を
と
、10
年
に
開
店
。

野
菜
と
対
話
し
な
が
ら
素
材

の
持
ち
味
を
生

か
す
調
理
方
法

で
丁
寧
に
美
味

し
さ
を
引
き
出

し
て
い
る
。

　

下
ご
し
ら
え

は
妻
の
知
子
さ

ん
（
34
）
の
役

目
。「
一
つ
一
つ
き

れ
い
に
泥
を
落

と
す
作
業
は
と

て
も
大
変
。
で

も
お
客
様
の
美
味
し
か
っ
た
、

の
一
言
が
励
み
に
な
り
、頑
張

れ
ま
す
」。

　

赤
オ
ク
ラ
、白
ゴ
ー
ヤ
、カ

ラ
フ
ル
な
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、ナ
ス

や
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
、旬
の
野
菜

を
た
っ
ぷ
り
味
わ
え
る「
自
家

農
園
野
菜
の
バ
ー
ニ
ャ
カ
ウ

ダ
」（
小
・
９
８
０
円
）は
一
番

人
気
。市
場
に
出
回
ら
な
い

珍
し
い
野
菜
が
入
っ
て
い
る
の

も
う
れ
し
い
。季
節
に
よ
り
野

菜
が
変
わ
る
の
で
、来
店
の
度

に
新
し
い
感
動
が
味
わ
え
る
。

　

そ
の
野
菜
と
共
に
頂
き
た

い
の
が
、酒
々
井
町
推
奨
品
の

「
ク
リ
ー
ミ
ー
バ
ー
ニ
ャ
カ
ウ

ダ
ソ
ー
ス
」。ア
ン
チ
ョ
ビ
や
ニ

ン
ニ
ク
風
味
を
残
し
つ
つ
マ
イ

ル
ド
に
仕
上
が
っ
た
１
品
だ
。

家
庭
で
も
楽
し
め
る
よ
う
に

店
頭
価
格
１
２
５
㌘
６
８
０

円
で
販
売
。　　

　

人
気
の
ラ
ン
チ
は
メ
イ
ン

が
選
べ
て
ド
リ
ン
ク
付
き
で

１
４
０
０
円
。２
０
０
円
追

加
で
自
家
製
デ
ザ
ー
ト
３
種

盛
も
。夜
は「
シ
ェ
フ
お
ま
か

せ
コ
ー
ス
」が
質
、量
と
も
に

大
満
足
。記
念
日
な
ど
に
も

お
す
す
め
。３
８
０
０
円（
要

予
約
）。す
べ
て
税
込
み
。　

　

16
席
な
の
で
電
話
予
約
が

確
実
。ど
れ
も
石
井
シ
ェ
フ
の

温
か
な
人
柄
が
感
じ
ら
れ
る

メ
ニ
ュ
ー
ば
か
り
。

　

営
業
時
間
ラ
ン
チ
11
時
30

分
〜
15
時
（
Ｌ
Ｏ
14
時
）。

デ
ィ
ナ
ー
18
時
〜
22
時（
Ｌ
Ｏ

20
時
30
分
）。月
曜
・
第
一
日

曜
定
休
。駐
車
場
あ
り
。

▽
印
旛
郡
酒
々
井
町
東
酒
々

井
１‒

１‒

49
。ツ
バ
サ
住
販

２
階
。☎
０
４
３
・
４
９
６
・

２
０
５
９
。

　

イ
オ
ン
津
田
沼
店
で
先
月

９
日
、「
千
葉
な
し
味
自
慢
コ

ン
テ
ス
ト
」を
開
催
。小
売
店

の
バ
イ
ヤ
ー
、農
協
関
係
者
、

一
般
消
費
者
ら
が
県
内
各
地

の
梨
、１
１
０
点
の
中
か
ら

「
今
年
一
番
美
味
し
い
梨
」と

し
て
選
ん
だ
の
が
市
川
市
の

鈴
木
農
園
、鈴
木
庸
夫（
つ
ね

お
）さ
ん（
59
）の
梨
だ
。

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
70
年
か

ら
始
ま
り
今
回
で
40
回
目
。

「
幸
水
」と「
豊
水
」を
交
互
に

審
査
。食
味
、形
、色
、熟
度
な

ど
を
見
極
め
る
。今
年
の
審

査
対
象
は
、酸
味
が
な
く
、甘

み
が
強
く
万
人
に
好
ま
れ
る

「
幸
水
」。み
ず
み
ず
し
い
甘

さ
と
シ
ャ
リ
ッ
と
し
た
食
感

で
、鈴
木
さ
ん
の
梨
が
見
事
、

最
高
位
の
農
林
水
産
大
臣
賞

を
受
賞
し
た
。鈴
木
さ
ん
は
、

一
昨
年
も
２
位
の
千
葉
県
知

事
賞
を
受
賞
。94
年
、95
年
と

連
続
で
１
位
を
受
賞
、今
回

で
３
回
目
の
最
高
位
を
獲
得

し
て
い
る
。

　

鈴
木
農
園
は
１
０
０
年
以

上
続
く
梨
農
家
。１
４
０
㌃

の
梨
畑
で
は
幸
水
、豊
水
、あ

き
づ
き
、新
高
を
作
付
け
て
い

る
。今
は「
豊
水
」が
旬
。「
う

ち
の
豊
水
は
、酸
味
、コ
ク
と

う
ま
み
、甘
み
が
あ
り
、し
ゅ

わ
っ
と
し
た
食
感
で
す
。気
品

あ
る
味
の
あ
き
づ
き
も
美
味

し
い
で
す
よ
」と
鈴
木
さ
ん
。

　

大
学
で
化
学
を
専
攻
後
、

就
農
し
た
鈴
木
さ
ん
は
専
門

知
識
を
生
か
し
、
土
作
り
、

肥
培
管
理
に
よ
り
、
日
持

ち
、
糖
度
な
ど
、
美
味
し
い

梨
作
り
に
結
果
を
出
し
て
い

る
。
ま
た
、
害
虫
の
交
尾
を

阻
害
す
る
コ
ン
フ
ュ
ー
ザ
ー

を
使
用
し
、
減
農
薬
を
実

現
。
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
認
定

も
受
け
て
い
る
。

　

鈴
木
農
園
は
直
売
は
し
て

お
ら
ず
、
７
割
が
市
場
出

荷
。
残
り
を
一
般
消
費
者
に

予
約
販
売
し
て
い
る
。
今
年

度
の「
幸
水
」販
売
は
終
了
。

「
豊
水
」
も
売
り
切
れ
の
場

合
が
あ
る
の
で
必
ず
問
い
合

わ
せ
を
。
詳
し
く
は
、

http://ringwood.web.fc2.
com/

▽
市
川
市
柏
井
町
４‒

４
２
８
。☎
０
４
７
・
３
３

７
・
１
９
２
１
。

Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
Ａ（
タ
ベ
ル
ナ
）

自家農園の色とりどりの
無農薬野菜をいただく
有機菜園ダイニング

【
講
評
】　

本
州
中
部
の
高
山
帯
に
生
息
す
る
ラ
イ
チ

ョ
ウ
は
日
本
の
特
別
天
然
記
念
物
だ
が
、
最
近
は
そ

の
生
息
数
が
減
少
し
て
絶
滅
が
危
ぐ
さ
れ
て
い
る
。

作
者
は
登
山
中
に
こ
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
２
羽
の
ヒ
ナ
を

撮
影
し
た
。
紫
色
の
高
山
植
物
の
そ
ば
に
１
羽
い
る
が
、

皆
さ
ん
は
も
う
１
羽
が
ど
こ
に
い
る
か
わ
か
る
だ
ろ

う
か
。　
　
　
　
　
　
　
（
日
報
連
・
潮
田
正
三
） 

　
　

   　
　
　
　
　

＝
写
真
提
供
・
船
橋
支
部
＝

「見事な保護色」
日報連 Gallery日報連 Gallery

武井和子さん（柏市）
毎
日
新
聞
船
橋
支
局
で
写
真
教
室
開
催
中
！　

問
い
合
わ
せ
☎
03
・
３
２
１
３
・
４
６
２
０

「千葉なし味自慢コンテスト」１位受賞「千葉なし味自慢コンテスト」１位受賞

鈴木農園　鈴木庸夫さん
化学の知識で丹精込めた梨は一食の価値あり！

酒々井町

市川市

お客様の「美味しい」の声が一番うれしい、と鈴木さん。

美味しい野菜をお腹一杯どうぞ、と石井夫妻

　

日
本
舞
踊
、箏
曲
、吟
詠
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、和
太
鼓
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
文
化
芸
術
公
演

の
ほ
か
、詩
画
や
詩
書
、写

真
、デ
ザ
イ
ン
な
ど
優
れ
た
文

芸
作
品
の
展
示
。

　

太
巻
き
祭
り
ず
し
を
作
っ

た
り
、茶
道
の
作
法
を
学
ぶ

な
ど
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
め
る
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
。ち
ば
の
お
菓
子
、農
産

物
、郷
土
料
理
な
ど
物
産
販

売
あ
り
。26
日（
土
）10
時
30

分
か
ら
16
時
。入
場
無
料
。Ｊ

Ｒ
本
千
葉
駅
か
ら
徒
歩
約
10

分
。

▽
問
い
合
わ
せ
☎
０
４
３
・

２
２
２
・
０
０
７
７（
公
益
財

団
法
人
千
葉
県
文
化
振
興
財

団
）

千
葉
・
県
民
芸
術
祭

文
化
で
つ
な
ぐ
千
葉
の
ち
か
ら

千
葉
県
文
化
会
館
　
26
日
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市川市

　

環
境
保
全
に

対
す
る
意
識
の

高
揚
を
図
り
、

自
然
環
境
へ
の
関
心
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
に
「
い
ん
ざ

い
自
然
探
訪
」
が
本
年
も
夏

休
み
期
間
に
開
催
さ
れ
た
。

7
月
29
日
の
第
３
回
「
印
旛

沼
で
カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
を
見
て

み
よ
う
」
で
は
30
名
ほ
ど
の

親
子
が
体
験
学
習
に
参
加
し

た
。

　

印
旛
支
所
で
「
カ
ミ
ツ
キ

ガ
メ
」
と
「
印
旛
沼
の
汚
れ
」

に
つ
い
て
県
生
物
多
様
性
セ

ン
タ
ー
の
講
師
か
ら
説
明
を

受
け
た
。
そ
の
後
西
印
旛
沼

で
、
実
際
に
カ
メ
防
除
作
業

を
見
廻
り
、
そ
の
生
態
と
危

険
性
に
つ
い
て
印
旛
沼
漁
協

の
人
と
質
疑
応
答
。
沼
の
水

質
検
査
も
参
加
者
の
児
童
が

実
際
に
測
定
し
、
深
刻
な
水

質
汚
染
の
現
状
を
学
習
し

た
。

　

印
旛
沼
は
印
旛
捷
水
路
を

介
し
て
北
印
旛
沼
と
西
印
旛

沼
に
分
か
れ
、
総
面
積
は
成

田
空
港
と
ほ
ぼ
同
じ
。
沼
の

汚
れ
に
関
し
て
は
全
国
ワ
ー

ス
ト
５
の
常
連
だ
。
直
近
３

年
で
は
当
沼
が
汚
染
度
ワ
ー

ス
ト
１
位
で
、
２
位
は
お
隣

の
手
賀
沼
。

　

汚
染
の
主
原
因
は
外
来
生

物
の
侵
入
増
殖
で
、
外
来
動

植
物
が
水
の
浄
化
を
助
け
る

在
来
固
有
種
を
根
絶
や
し
に

し
、外
来
植
物
が
沼
面
を
覆
っ

て
沼
水
の
代
謝
を
阻
止
し
て

い
る
と
の
こ
と
。

　

そ
の
代
表
で
特
定
外
来
生

物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
カ
ミ

ツ
キ
ガ
メ
は
、
北
米
南
米
原

産
の
雑
食
動
物
で
あ
り
、
漁

具
損
壊
や
漁
獲
物
捕
食
な
ど

の
被
害
だ
け
で
な
く
、
わ
が

国
固
有
の
動
植
物
を
絶
滅
さ

せ
る
勢
い
で
増
殖
中
だ
。

　

漁
協
で
は
連
日
、
篭
ワ
ナ

を
仕
掛
け
て
捕
獲
し
て
い
る

が
そ
の
量
は
年
間
１
０
０
０

匹
に
も
満
た
な
い
。
同
沼
一

本
松
地
区
８
カ
所
を
見
廻
っ

　

市
川
市
の
ほ
ぼ
中
心
を
東

西
に
走
る
京
成
本
線
。そ
の

沿
線
に
多
く
生
息
し
、市
の

木
に
も
な
っ
て
い
る「
ク
ロ
マ

ツ
」。宅
地
開
発
な
ど
で
減
少

気
味
の
ク
ロ
マ
ツ
の
群
落
を

並
木
や
公
共
の
場
所
に
復
興

し
て
そ
の
景
観
を
残
そ
う

と
、市
民
団
体「
ま
ち
づ
く
り

家
づ
く
りCafe Ichikawa

」

が
様
々
な
取
り
組
み
で
市
民
へ

の
啓
蒙
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

同
団
体
の
設
立
は
市
川
市

景
観
条
例
が
施
行
さ
れ
た
06

年
10
月
。
年
３
回
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
、ま
ち
歩
き

を
し
な
が
ら
良
い
所
を
共

有
、風
景
写
真
を
撮
影
し
て

作
成
し
た
パ
ネ
ル
を
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
掲
示
し
市
民
に
Ｐ

Ｒ
し
て
い
る
。

　

同
団
体
の
代
表
で
景
観
条

例
の
制
定
時

に
も
委
員
を

務
め
た
同
市

在
住
の
建
築

家
、髙
木
彬
夫

さ
ん（
77
）は

「
市
民
が
自

分
の
住
む
ま

ち
に
興
味
を

持
ち
、共
通
の
意
識
を
持
っ
て

暮
ら
し
に
一
番
よ
い
空
間
を

考
え
て
い
き
た
い
。カ
フ
ェ
と

い
う
名
は
人
々
が
集
う
プ

ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
い
う
意
味

を
込
め
た
」と
話
す
。

　

工
事
中
の
高
速
道
路
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
沿
い
の
土
地
に

ク
ロ
マ
ツ
を
植
え
て
も
ら
え

る
よ
う
関
係
各
所
に
提
言
も

行
っ
て
い
る
。「
成
田
か
ら
来

た
客
人
や
他
地
域
か
ら
来
た

人
に
ク
ロ
マ
ツ
が
見
え
た
ら

市
川
と
分
か
る
よ
う
に
し
た

い
。市
民
に
も
ク
ロ
マ
ツ
を
見

る
と
帰
っ
て
き
た
と
思
え
る

よ
う
に
」と
話
す
。

　
「
今
の
建
築
は
機
能
や
経

済
性
が
優
先
さ
れ
る
が
、30

年
、50
年
後
に
残
し
た
い
も
の

は
景
観
、文
化
、自
然
。こ
れ

ら
を
大
事
に
し
な
が
ら
み
ん

な
で
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
」と

髙
木
さ
ん
。

　

今
月
27
日（
日
）10
時
か
ら

市
川
市
国
府
台
近
辺
で
ま
ち

歩
き
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催

さ
れ
る
。京
成
国
府
台
駅
改

札
前
９
時
50
分
集
合
。江
戸

川
土
手
か
ら
里
見
公
園
、回

ク
ロ
マ
ツ
を
背
景
に
高
木
代
表

向
院
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
ま
で

2.
5
㌔
の
コ
ー
ス
を
歩
く
。

参
加
費
３
０
０
円（
資
料
・
保

険
代
）。別
途
カ
フ
ェ
飲
食
代

５
０
０
円
。申
し
込
み
☎
Ｆ

Ａ
Ｘ
兼
用
０
４
７
・
７
０

５
・
４
８
１
７（
髙
木
さ
ん
）

た
が
、
こ
の
日
の
捕
獲
は
０
。

　

カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
は
、
50
年

ほ
ど
前
に
ペ
ッ
ト
と
し
て
輸

入
さ
れ
た
が
甲
羅
が
50
セ
ン

チ
、
体
重
が
35
㌔
に
も
な

り
、
寿
命
が
50
年
で
飼
い
主

が
飼
育
し
き
れ
ず
、
沼
な
ど

に
離
し
た
の
が
繁
殖
の
原
因

と
さ
れ
て
い
る
。
沼
の
生
態

系
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す

危
険
な
生
物
な
の
で
、
輸

入
、
飼
育
、
運
搬
、
譲
渡
も

禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　

漁
協
で
は
固
有
種
を
守
る

根
本
的
対
策
を
県
と
相
談
し

て
い
る
が
地
道
な
捕
獲
作
戦

に
頼
っ
て
い
る
の
が
現
状

だ
。

ク
ロ
マ
ツ
の
あ
る
景
観
を
残
し
た
い

「
ま
ち
づ
く
り
家
づ
く
り　

　
　
　

Cafe Ichikaw
a

」

いんざい
自然探訪
いんざい
自然探訪

カミツキガメの生態と沼の汚染を観察

外来生物から印旛沼を守ろう
印
西
市

　鶏もも肉１枚を一口大に切って軽く塩をして 30 分程おいておく。すりおろした冬
瓜３００㌘と水１カップ、酒少々、昆布を鍋にいれ弱火でゆっくり加熱していきます。
　沸騰したら鶏肉を入れ、８分通り火が通ったら砂抜きしたあさりを入れます。あ
さりの口が開いたら水とき片栗粉でとろみをつけ器に。好みですだちなどを添えて
召し上がれ。

【正義・逆】人間関係に変化
が起こる暗示あり。親しかっ
た人が一時的に離れていく
可能性も。焦りや悲観する
ことなく受け入れるのが正
解です。★黒

12月　生まれ
【塔・正】とっさの判断が運
を分ける今期。臨機応変な
対応と判断を人任せにしな
い責任感が求められます。
問題の先送りはしないよう
に。★オレンジ

迎
の
大
会

だ
。
コ
ス

プ
レ
賞
や

シ
ニ
ア
賞

な
ど
も
あ

る
。
賞
品

は
千
葉
特

産
の
米
、

日
本
酒
、

ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
、

お
茶
、
お

菓
子
、佃
煮
、味
噌
な
ど
。

　

只
今
参
加
チ
ー
ム
募
集
中
。

50
チ
ー
ム
限
定
。参
加
費
１

チ
ー
ム
５
０
０
０
円
。

▽
主
催
・
問
い
合
わ
せ
☎
０
４

３
・
４
９
７
・
３
９
５
１
。

第
５
回
Ｅ
ボ
ー
ト
千
葉
大
会

〜
ハ
ー
バ
ー
シ
テ
ィ
蘇
我
〜

実
行
委
員
会（
ク
リ
ア
ウ
ォ
ー

タ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
ス
内　

担
当

大
場
さ
ん
）

e-mail

第５回 Ｅボート千葉大会
１０月１７日　受付開始８：３０

豪華賞品  いろいろ  なんと！ カヌーが当たる

　

ア
ジ
ア
王
者
を
争
う
Ａ
Ｆ

Ｃ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
リ
ー
グ

（
Ａ
Ｃ
Ｌ
）。今
季
で
３
回
目

の
出
場
を
果
た
し
た
レ
イ
ソ

ル
は
、現
在
ベ
ス
ト
８
ま
で
勝

ち
残
り
、準
々
決
勝
を
戦
っ
て

い
ま
す
。

　

対
戦
相
手
は
、中
国
の
広

州
恒
大
。広
州
と
は
３
大
会

連
続
の
対
戦
で
、特
に
２
０

１
３
年
で
は
２
戦
合
計
１‒

８
と
大
き
く
差
を
付
け
ら
れ

た
因
縁
の
相
手
。
サ
ポ
ー

タ
ー
た
ち
も
雪
辱
を
期
し
、

こ
の
対
戦
を
強
く
待
ち
わ
び

て
い
ま
し
た
。「
柏
か
ら
世
界

へ
」を
合
言
葉
に
、柏
ま
つ
り

で
の
練
り
歩
き
や
、バ
ッ
チ
や

ス
テ
ッ
カ
ー
を
自
主
制
作
す

る
な
ど
、柏
市
内
を
巻
き
込

ん
で
の
応
援
活
動
を
お
こ

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

８
月
25
日
、ホ
ー
ム
日
立

台
で
の
第
１
戦
。選
手
た
ち

も
打
倒
広
州
を
誓
い
、必
死

の
戦
い
を
見
せ
ま
し
た
が
、３

点
を
先
行
さ
れ
る
非
常
に
苦

し
い
展
開
。そ
れ
で
も
終
了

間
際
、Ｆ
Ｗ
工
藤
壮
人
選
手

が
１
点
を
返
し
、一
矢
を
報
い

ま
し
た
。工
藤
選
手
は「
サ

ポ
ー
タ
ー
に
す
ば
ら
し
い
応

援
の
雰
囲

気
を
つ
く
っ

て
い
た
だ

い
て
、選
手

と
し
て
結

果
で
恩
返

し

し

た

か
っ
た
。第

2
戦
の
残

り
90
分
も

あ
る
し
、諦

め
ず
に
戦

い
続
け
た

い
」。

　

第
２
戦

は
、９
月
15
日（
火
）に
敵
地

広
州
で
行
わ
れ
ま
す
。最
低
で

も
３
得
点
が
必
要
な
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、選
手
、サ

ポ
ー
タ
ー
と
も
逆
転
を
信

じ
、ア
ジ
ア
制
覇
へ
向
け
て
戦

い
ま
す
。

 　
　

 （
柏
レ
イ
ソ
ル
広
報
）

柏
レ
イ
ソ
ル
公
式
H
P

http://www.reysol.co.jp/

Ａ
Ｆ
Ｃ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
リ
ー
グ

　

春
分
の
日
、秋
分
の
日
を

お
中
日
と
す
る
と
一
週
間
の

彼
岸
会
は
正
月
、お
盆
に
次

ぐ
国
民
的
行
事
で
あ
る
よ
う

で
す
。お
墓
や
お
寺
に
お
詣
り

し
て
、各
家
庭
の
仏
壇
の
前

で
、ご
先
祖
の
供
養
を
し
て
い

る
の
が
現
状
で
し
ょ
う
。私
自

身
は
、先
祖
供
養
は
良
い
こ

と
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、先
祖

供
養
だ
け
に
終
わ
っ
て
い
る

の
が
残
念
な
の
で
す
。

　

仏
教
行
事
と
し
て
彼
岸
会

を
行
っ
て
い
る
の
は
、日
本
だ

け
の
よ
う
で
す
。聖
徳
太
子
の

時
代
か
ら
始
め
ら
れ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
彼
岸
が
先
祖
供
養
と
結

び
付
く
の
は
、こ
の
世
を
此
岸

と
し
て
、あ
の
世
を
彼
岸
と
す

る
こ
と
か
ら
で
、『
観
無
量
寿

経
』の
西
方
日
没
の
日
想
観

と
、西
方
極
楽
浄
土
世
界
を

理
想
郷
と
す
る
死
後
の
往
生

安
楽
国
、浄
土
教
思
想
に
よ

る
の
で
し
ょ
う
。

　

大
乗
仏
教
の
根
底
と
な
っ

て
い
る
般
若
思
想
と
、そ
の
理

想
の「
到
彼
岸（
波
羅
蜜
多
）」

を
も
う
少
し
強
調
す
べ
き
で

し
ょ
う
。彼
岸―

そ
れ
は
理

想
の
世
界
、平
安
な
境
地
、悟

り
の
心
、菩
提
心
、誓
願
。生

か
さ
れ
て
い
る
私
の
、慈
し
み

の
心（
思
い
や
り
）と
、謙
虚
な

姿
勢（
向
上
心
）と
を
深
め
る

た
め
に
は『
般
若
経
』類
に
在

る「
六
波
羅
蜜
」を
修
す
べ
き

で
し
ょ
う
。

⑴
布
施
波
羅
蜜（
ふ
せ
は
ら

み
つ
　   dāna-pāramitā

）

　

布（
あ
ま
ね
く
）施（
ほ
ど

こ
す
）に
は
、①
財
施
②
法
施

③
無
畏
施（
む
い
せ
）の
別
が

あ
り
ま
す
。①
の
財
施
は
形

あ
る
も
の
を
施
す
こ
と
で
、お

坊
さ
ん
に
出
す
お
布
施
も
こ

の
一
つ
で
す
。②
の
法
施
は
正

し
い
真
理
を
教
え
て
あ
げ
る

こ
と
で
、お
坊
さ
ん
の
お
説
教

な
ど
で
す
。③
の
無
畏
施
は
相

手
の
不
安
や
苦
し
み
を
取
り

除
い
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。

　

布
施
波
羅
蜜
を
修
す
る
の

に
代
償
を
求
め
て
は
施
し
に
な

り
ま
せ
ん
。お
坊
さ
ん
の
中
に

は「
お
布
施
の
な
い
お
経
は
読

ま
な
い
」と
言
う
方
も
あ
る
よ

う
で
す
が
、も
っ
て
の
外
で
す
。

最
近
は
、「
お
経
料
」と
か「
戒

名
料
」と
か
、布
施
の
意
が
忘

れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

今
の
言
葉
で
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
。

⑵
持
戒
波
羅
蜜（
じ
か
い
は

ら
み
つ     sira-pāramitā

）

　

自
ら
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
戒
律
を
守
り
、節
度
あ
る

生
活
を
す
る
こ
と
。仏
教
に

は
多
く
の
戒
律
が
あ
り
ま
す

が
、今
日
の
在
家
仏
教
的
色

彩
の
強
い
日
本
で
は
、仏
教
徒

と
し
て
守
る
べ
き
、「
十
善
戒
」

を
保
ち
得
た
ら
と
思
い
ま

す
。①
不
殺
生（
ふ
せ
っ
し
ょ

う
）生
き
物
を
殺
さ
な
い
。②

不
偸
盗（
ふ
ち
ゅ
う
と
う
）盗

み
ご
と
を
し
な
い
。③
不
邪
淫

（
ふ
じ
ゃ
い
ん
）男
女
間
の
性

愛
を
乱
さ
な
い
。④
不
妄
語

（
ふ
も
う
ご
）。嘘
を
言
わ
な

い
。⑤
不
綺
語（
ふ
き
ご
）ふ

ざ
け
た
こ
と
を
言
わ
な
い
。⑥

不
悪
語（
ふ
あ
く
ご
）悪
口
を

言
わ
な
い
。⑦
不
両
舌（
ふ

り
ょ
う
ぜ
つ
）二
枚
舌
を
使
わ

な
い
。⑧
不
慳
貪（
ふ
け
ん
ど

ん
）貪
ら
な
い
欲
張
ら
な
い
。

⑨
不
瞋
恚（
ふ
し
ん
に
）怒
ら

な
い
。⑩
不
邪
見（
ふ
じ
ゃ
け

ん
）よ
こ
し
ま
な
考
え
を
し
な

い
。

　

以
上
の
内
、①
②
③
は
体

の
動
作（
身
）に
関
す
る
戒
律

で
、④
⑤
⑥
⑦
は
言
葉（
口
）

に
関
す
る
も
の
で
、⑧
⑨
⑩
は

心
の
作
用（
意
）に
つ
い
て
の

戒
め
で
す
。す
な
わ
ち
、身
口

意
の
三
業（
さ
ん
ご
う
）に
関

す
る
戒
め
な
の
で
す
。

⑶
忍
辱
波
羅
蜜（
に
ん
に
く
は

ら
み
つ ksānti-pāramitā

）

　

こ
の
世
は
楽
し
い
事
ば
か

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。苦
し
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。生
活
し
て

い
く
上
で
、苦
難
に
く
じ
け
ず

耐
え
忍
ん
で
こ
そ
、心
の
平

安
、幸
せ
が
あ
る
の
で
す
。小

さ
な
苦
し
み
を
耐
え
重
ね
る

こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
大
き
な

心
が
得
ら
れ
る
の
で
す
。喜
怒

哀
楽
を
離
れ
て
、よ
り
平
静

な
心
で
対
処
で
き
る
よ
う
に

努
力
し
て
く
だ
さ
い
。

⑷
精
進
波
羅
蜜（
し
ょ
う
じ
ん

は
ら
み
つ

　
　
　  virya-pāramitā

）

　

精
進
と
は
、真
実
の
正
し
い

道
を
求
め
て
一
所
懸
命
精
一

杯
努
力
実
践
す
る
こ
と
で
す
。

先
の
忍
辱
と
精
進
と
は
、車
の

浄
土
宗  

天
上
山  

大
念
寺

住
職  

大
島 

祥
明

『
お
彼
岸
に
思
う
こ
と
』

二
千
人
以
上
を
葬
送
し
た
お
坊
さ
ん
の
話

両
輪
の
よ
う
な
も
の
で
、彼
岸

に
至
る
べ
き
生
活
態
度
な
の

で
す
。内
に
向
か
っ
て
忍
辱
、

外
に
向
か
っ
て
精
進
。無
理
せ

ず
、怠
け
ず
、そ
の
日
そ
の
日

を
、精
一
杯
生
き
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

⑸
禅
定
波
羅
蜜（
ぜ
ん
じ
ょ
う

は
ら
み
つ

　
　  dhyāna-pāramitā

）

　

禅
定
と
は
、精
神
を
統
一
し

安
定
さ
せ
る
こ
と
で
、そ
の
修

行
方
法
と
し
て
、座
禅
や
、観

法
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」で
代

表
さ
れ
る
念
仏
、「
南
無
妙
法

蓮
華
経
」で
代
表
さ
れ
る
唱

題
、さ
ら
に
は
古
く
か
ら
あ
る

イ
ン
ド
の
ヨ
ー
ガ
な
ど
が
あ

り
、各
自
に
適
し
た
方
法
を
用

い
て
い
た
だ
け
れ
ば
良
い
の
で

し
ょ
う
。

⑹
般
若（
は
ん
に
ゃ
＝
智
慧
）波

羅
蜜（
は
ら
み
つ

　
　   prajnā-pāramitā
）

　

以
上
の
布
施
・
持
戒
・
忍

辱
・
精
進
・
禅
定
は
慈
悲
に
通

じ
る
実
践
衆
目
で
あ
る
の
に

対
し
、般
若
は
智
慧
と
訳
さ

れ
、先
の
五
つ
以
上
の
重
要
な

修
目
な
の
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
深

く
関
わ
っ
て
、互
い
に
バ
ラ
ン

ス
を
取
り
合
っ
て
向
上
し
て
い

く
の
で
す
。

　

在
家
の
方
に
と
っ
て
、お
彼

岸
の
一
週
間
だ
け
で
も
、以

上
の
六
波
羅
蜜
を
、少
し
で

も
修
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
、こ
こ
に
筆
を
と
っ
た
次

第
で
す
。

【
大
島
祥
明
】１
９
４
４
年

大
阪
市
生
ま
れ
。仏
教
大
学
・

同
大
学
院
修
了（
文
修
）、浄

土
宗
正
僧
正
。87
年
12
月
、

船
橋
市
上
山
町
に
大
念
寺
開

山
。08
年
５
月
、同
市
馬
込

町
に
新
寺
移
転
。『
死
ん
だ
ら

お
し
ま
い
、で
は
な
か
っ
た
』

著
者
。同
著
の
問
い
合
わ
せ

☎
03
・
３
２
３
９
・
６
２
２

１（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所 

書
籍
第

一
部
）

大
好
評
！
出
版
数
十
三
万
二
千
冊

れ
な
い
未
曾
有
の
出
来
事
が

あ
っ
た
。こ
ち
ら
は
春
の
選
抜

大
会
だ
が
、そ
う
２
０
１
１

年「
３
・
11
」の
直
後
で
あ
る
。

日
本
中
が
悲
し
み
に
沈
む

中
、野
球
を
し
て
い
て
い
い
も

の
か
、選
手
も
見
守
る
人
々

も
、誰
も
が
葛
藤
し
て
い
た
。

　

そ
の
時
、「
生
か
さ
れ
て
い

る
命
に
感
謝
し
」と
力
強
く
、

真
っ
直
ぐ
に
選
手
宣
誓
が
な

さ
れ
た
の
だ
。正
に
阪
神
淡

路
大
震
災
の
年
に
生
ま
れ
た

彼
ら
が
、東
日
本
大
震
災
を

前
に
全
身
全
霊
で
立
ち
上

が
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

　

毎
年
日
本
中
を
熱
く
す
る

甲
子
園
。な
ぜ
高
校
野
球
が

こ
れ
ほ
ど
熱
を
帯
び
る
の
か
。

野
球
を
越
え
た
何
か
が
そ
こ

に
は
あ
る
と
感
じ
る
。青
春
と

は
何
か
、一
生
懸
命
と
は
何

か
、絆
と
は
、諦
め
な
い
と
は

な
に
か
。多
く
の
こ
と
が
球
児

の
一
挙
手
一
投
足
か
ら
直
接

的
に
訴
え
か
け
ら
れ
る
の
だ
。

そ
し
て
８
月
の
空
の
下
、野
球

が
精
一
杯
出
来
る
喜
び
を
語

る
彼
ら
か
ら
は
、平
和
な
時

間
と
は
何
か
を
教
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、目
の
前
に
は
こ
れ
か

ら
の
時
代
を
築
い
て
い
く
、球

児
た
ち
と
同
じ
世
代
の
生
徒

た
ち
が
い
る
。平
和
の
中
で
学

べ
る
時
間
に
感
謝
し
、さ
あ
、

今
日
も
彼
ら
と
真
剣
勝
負
だ
。

■
Ｋ
太
先
生

現
役
教
師
。教
育
現
場
や
生

徒
ら
を
取
り
巻
く
風
景
を
、一

枚
一
枚
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
よ

う
に
大
切
に
お
伝
え
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。学
校
の
姿
を

シ
ン
プ
ル
に
、あ
り
の
ま
ま

に
。放
課
後
の
教
室
を
見
つ

め
る
黒
板
消
し
の
よ
う
な
視

点
が
面
白
い
と
思
い
、そ
う

銘
打
っ
た
。

1



（3）　２０１５年（平成２７年）９月２日（水） 第１７７号

昭
和

　

こ
の
夏
は
猛
暑
だ
っ
た
。

ず
っ
と
昔
、祖
父
母
な
ど
は
毎

年
「
今
年
が
一
番
暑
い
」
と
言

っ
て
い
た
が
、
そ
の
通
り
だ
と

思
う
。僕
た
ち
の
子
ど
も
の

頃
は
、
30
℃
に
も
な
る
と「
日

射
病
に
な
る
か
ら
家
に
居
な

さ
い
」と
よ
く
昼
寝
を
さ
せ
ら

れ
た
も
の
だ
。

　

よ
し
ず
を
張
っ
た
縁
側
で
の

昼
寝
に
は
、蚊
帳
と
蚊
取
線
香

は
欠
か
せ
な
い
。家
の
周
り
に

水
溜
ま
り
や
樹
木
が
多
い
せ

い
か
直
ぐ
に
蚊
が
手
足
や
顔

に
ま
と
わ
り
つ
い
て
く
る
。蚊

帳
（
か
や
）
の
中
で
線
香
を
５

分
も
焚
け
ば
、虫
が
ぽ
と
ぽ
と

と
面
白
い
ほ
ど
落
ち
て
き
た
。

　

そ
の
後
は
煙
臭
さ
も
な
く

１
時
間
ほ
ど
ぐ
っ
す
り
と
眠

れ
た
。蚊
取
線
香
の
生
産
は
岡

山
県
製
ば
か
り
で
、
ど
の
家
で

も
、鶏
の
金
鳥
と
西
郷
隆
盛
の

南
洲
香
を
愛
用
し
て
い
た
。ハ

エ
の
防
除
に
は「
ハ
エ
取
り
紙
」

が
庭
に
面
し
た
部
屋
と
お
勝

手（
台
所
）の
隅
に
あ
っ
た
。粘

着
性
物
質
の
付
い
た
リ
ボ
ン

状
の
紙
を
吊
る
し
て
お
く
と

ハ
エ
が
ひ
っ
か
か
る
。い
わ
ゆ

る
ゴ
キ
ブ
リ
ホ
イ
ホ
イ
の
ハ
エ

版
で
あ
る
。

　

夏
は
扇
風
機
や
う
ち
わ
で

暑
さ
を
し
の
ぎ
、
風
鈴
や
麦
茶

で
涼
を
感
じ
た
。夕
方
、
お
風

呂
上
が
り
に
汗
や
あ
せ
も
取

り
の
天
花
粉
（
シ
ッ
カ
ロ
ー
ル
）

を
顎
や
首
周
り
に
つ
け
て
浴
衣

を
羽
織
っ
て
お
も
て
に
出
る
。

ネ
ダ
イ
と
呼
ぶ
帆
布
製
デ
ッ
キ

チ
ェ
ア
や
床
机
を
出
し
て
、
近

所
の
仲
間
と
将
棋
を
指
し
た

り
、
線
香
花
火
を
楽
し
ん
だ
り

し
た
。

　

そ
の
他
、
夏
で
思
い
出
す
も

の
と
し
て
「
金
魚
鉢
」「
た
ら
い

と
行
水
」「
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ー

や
縁
日
の
か
き
氷
」「
粉
末
ジ
ュ

ー
ス
や
ラ
ム
ネ
」「
地
蔵
盆
」な

ど
懐
か
し
さ
は
つ
き
な
い
。　

　
　
　
　
　
　
（
山
田
一
夫
）

　
　

http://dachsjp.com

昭
和
昭
和
昭
和

夏
の
思
い
出

ぼ
く
た
ち
の

も
の
が
た
り

も
の
が
た
り 25

~おうちでごはん~

　鶏もも肉１枚を一口大に切って軽く塩をして 30 分程おいておく。すりおろした冬
瓜３００㌘と水１カップ、酒少々、昆布を鍋にいれ弱火でゆっくり加熱していきます。
　沸騰したら鶏肉を入れ、８分通り火が通ったら砂抜きしたあさりを入れます。あ
さりの口が開いたら水とき片栗粉でとろみをつけ器に。好みですだちなどを添えて
召し上がれ。

遠藤ミホのおいしいお皿遠藤ミホのおいしいお皿遠藤ミホのおいしいお皿

冬瓜のみぞれ煮

『冬瓜』　夏野菜なのに「冬」の字を使う「冬瓜」。夏に収穫して
も硬い皮に守られ、丸のままだったら冬まで保存できるこ
とからこんな名前がつきました。
とはいえ、やはり夏野菜。火照った体を冷やしてくれたり、
利尿効果があったり、まだまだ残暑きびしいこの時期にう
れしい食べ物です。
　一つが大きいので、購入を戸惑うのですが、あれこれ調
理法を試してみたら、なんとも使い勝手の良いことにびっくり！
含ませ煮や汁の実などの定番はもちろんですが、生で食べたり、アジアの調
味料と合わせてみたり、どんなものにも好相性でした。
　今回はすりおろして使います。大根や蕪とは異なりつるりとした食感を楽
しめます。最近ではご家庭でも使いやすいミニサイズ冬瓜も出回っています。
見かけたらぜひ、いろいろな調理法にチャレンジしてみてください。。

遠藤ミホ「料理家」CPA認定チーズプロフェッショナル・全日本薬膳食医情報協会認定薬膳アドバイザー

日本大学松戸歯学部では歯科と医科が一体となった「メディコデン
タルサイエンス」を実践している。最前線で活躍する歯科・医科のス

ペシャリストに、医療現場
の現在と未来について連
載でリポートしてもらう。

　

最
近
、
誤
嚥
性
肺
炎
と
い

　

う
言
葉
を
耳
に
し
た
り
、

目
に
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
か
。
日
本
人
の

死
亡
原
因
は
、
癌
、
心
疾
患
、

脳
卒
中
、
肺
炎
の
順
で
し
た
が
、

２
０
１
１
年
に
脳
卒
中
と
肺

炎
が
入
れ
替
わ
り
ま
し
た
。

要
介
護
高
齢
者
の
死
亡
原
因

の
第
１
位
は
肺
炎
で
、
多
く

が
誤
嚥
性
肺
炎
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

誤
嚥
性
肺
炎
と
は

　

誤
嚥
性
肺
炎
と
は
読
ん
で

字
の
ご
と
く
、
誤
っ
て
飲
み
込

む
こ
と
に
よ
る
肺
炎
で
す
。
誤

嚥
と
は
肺
に
入
る
べ
き
で
な
い

も
の
が
肺
に
入
る
こ
と
で
、
免

疫
力
や
機
能
の
低
下
が
相

ま
っ
て
肺
に
炎
症
が
お
き
る
の

が
誤
嚥
性
肺
炎
で
す
。

誤
嚥
性
肺
炎
の
原
因

　

で
は
、
な
ぜ
起
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。
私
た
ち
は
呼
吸

を
す
る
た
め
に
鼻
や
口
か
ら

空
気
を
取
り
込
み
気
管
を
通

し
て
肺
へ
送
り
ま
す
。
栄
養
を

取
る
た
め
に
は
食
物
を
口
か

ら
取
り
込
み
、
気
管
の
後
ろ

の
食
道
を
通
し
て
胃
へ
送
り
ま

す
。
空
気
の
入
る
道
と
食
物

の
入
る
道
は
咽
頭
と
い
う
空

間
で
交
差
し
て
お
り
、
こ
の

交
差
点
で
上
手
に
交
通
整
理

が
で
き
な
い
と
誤
嚥
し
て
し
ま

う
の
で
す
。

　

原
因
と
し
て
大
き
く
３
つ

あ
り
ま
す
。①
歯
数
の
減
少
、

筋
力
の
低
下
、
脳
神
経
障
害

な
ど
の
疾
患
に
よ
っ
て
口
の
機

能
が
低
下
し
た
場
合
の
食
物

の
誤
嚥
。②
咽
頭
を
通
過
し
た

も
の
が
逆
流
す
る
こ
と
で
起

き
る
食
物
や
胃
液
の
誤
嚥
。

③
そ
し
て
自
身
の
唾
液
と
と

も
に
口
や
咽
頭
の
細
菌
の
誤

嚥
で
す
。

　
　
予
防
法

　

こ
れ
ら
を
防
ぐ
た

め
に
何
を
し
た
ら
よ

い
の
で
し
ょ
う
。
歯

を
大
切
に
す
る
と
と

も
に
、
口
の
機
能
を

維
持
す
る
た
め
に
た

く
さ
ん
お
口
を
動
か

し
て
、
筋
力
を
つ
け

て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

胃
か
ら
の
逆
流
は
食
道
括

約
筋
と
い
う
筋
肉
が
加
齢
に

よ
る
筋
力
低
下
で
し
っ
か
り
と

収
縮
し
な
く
な
る
と
起
き
や

す
く
な
り
ま
す
。
も
し
逆
流

し
て
も
食
道
の
蠕
動
（
ぜ
ん

ど
う
）
運
動
で
胃
に
戻
し
て

く
れ
る
の
で
す
が
、
加
齢
で
そ

の
運
動
も
弱
く
な
り
ま
す
。

予
防
に
は
姿
勢
が
重
要
で
、

食
後
２
時
間
は
仰
臥
位
に
な

ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
ス
ト
レ
ス
や
不
適
切
な

食
生
活
も
原
因
と
な
る
の
で
、

ス
ト
レ
ス
が
な
く
適
切
な
食

生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

要
注
意
！
気
付
き
に
く
い

　
高
齢
者
の
睡
眠
中
の
誤
嚥

　

私
た
ち
は
１
日
約
1.
5 

㍑
の
唾
液
を
飲
み
込
ん
で
い

ま
す
。
日
中
に
唾
液
を
誤
嚥

す
れ
ば
む
せ
て
気
付
き
ま
す

が
、
睡
眠
中
の
誤
嚥
は
む
せ

の
反
射
が
生
じ
な
い
く
ら
い

ゆ
っ
く
り
肺
に
侵
入
し
、
滅

多
に
気
付
き
ま
せ
ん
。
特
に

高
齢
者
は
こ
の
よ
う
な
状
況

が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

唾
液
は
な
く
て
は
な
ら
な

い
重
要
な
も
の
で
す
が
、
細

菌
の
混
じ
っ
た
唾
液
の
誤
嚥
は

肺
炎
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。

お
口
の
中
に
は
た
く
さ
ん
の
菌

が
い
ま
す
の
で
常
に
清
潔
に
保

ち
自
身
の
唾
液
で
肺
炎
を
起

こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は

大
切
な
の
で
す
。

　

日
頃
か
ら
た
く
さ
ん
お
口

を
動
か
し
、
清
潔
に
保
ち
、

食
後
す
ぐ
に
横
に
な
ら
な
い

な
ど
、
少
し
の
工
夫
で
肺
炎

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
付

属
病
院

☎
０
４
７
・
３
６
０
・
９
５

６
１

少しの工夫で肺炎予防
医療最前線 135Drリポート

ReportD
o
cto
r

R
ep
o
rt

日
本
大
学
松
戸
歯
学
部

障
害
者
歯
科
学
講
座

教
授 

野
本
た
か
と
先
生

空気

飲食物

MASARU のタロット占い
【　】… タロットカード
　★　… ラッキーカラー
http://masanimasaru.com

９月２日～１０月６日 MASARU のタロット占いMASARU のタロット占い
１月　生まれ１月　生まれ

【戦車・正】今期は遠慮す
ることありません。自分の意
見を貫いて正解です。次第
に賛同者も増える予感。周
囲にも積極的に働きかけま
しょう。★黄色

２月　生まれ
【恋人・正】選択を迫られる
ときです。自分にとって心地
よいものを正直に選べば、
状況好転。無意識にしてい
た我慢から解放されるでし
ょう。★水色

３月　生まれ
【世界・逆】失敗を認めるこ
とが大切です。きちんと反
省することで流れが変わる
はず。他者の失敗も責め立
てずに再起動をサポートす
るのが◎。★白

４月　生まれ
【運命の輪・正】状況の変化
に驚いてしまいそうな今
期。不安に思うかもしれま
せんが流れに身を任せて
正解です。前例に囚われず
柔軟な対応を。★赤

５月　生まれ
【節制・逆】話している割に
気持ちが伝わっていない暗
示。きちんと相手の表情を
観察しながら会話して。電
話よりも直接会うのがおす
すめです。★緑

６月　生まれ
【正義・逆】人間関係に変化
が起こる暗示あり。親しかっ
た人が一時的に離れていく
可能性も。焦りや悲観する
ことなく受け入れるのが正
解です。★黒

７月　生まれ
【吊るされた男・逆】相手の
ためにしている行為が実は
感謝されていない恐れあ
り。自己満足に陥っていな
いか再検討を。自立した関
係が◎。★グレー

８月　生まれ
【隠者・正】じっくりと自分の
身の回りのことに取り組み
ましょう。自室の整理整頓も
運気アップの秘訣。誘惑に
流されず、ひとりの時間を
大切にしてみて。★藤色

９月　生まれ
【女教皇・逆】重箱の隅をつ
つくような発言は控えて正
解。相手の気分や場の空気
を尊重した方がよい結果に
つながります。大らかな心
で◎。★ピンク

10月　生まれ
【太陽・正】のびのびとした
気分を味わえるとき。あな
たを邪魔する者はありませ
ん。発言に自信がみなぎり
人々を惹きつけることがで
きます。★朱色

11月　生まれ
【女帝・正】少しくらいわが
ままを言った方が人気運ア
ップの予感。遠慮するより
笑顔で自己主張して場を盛
り上げて。人間関係が活性
化します。★金

12月　生まれ

２月　生まれ ３月　生まれ ４月　生まれ ５月　生まれ ６月　生まれ

７月　生まれ ８月　生まれ ９月　生まれ 10月　生まれ 11月　生まれ 12月　生まれ
【塔・正】とっさの判断が運
を分ける今期。臨機応変な
対応と判断を人任せにしな
い責任感が求められます。
問題の先送りはしないよう
に。★オレンジ

　

Ｅ
ボ
ー
ト
は
10
人
乗
り
の

手
漕
ぎ
カ
ヌ
ー
。フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
ウ
ォ
ー
ク
蘇
我
特
設
会

場
で
10
月
17
日
、Ｅ
ボ
ー
ト

千
葉
大
会
が
開
か
れ
る
。大

会
は
２
０
０
㍍
の
タ
イ
ム
ト

ラ
イ
ア
ル
レ
ー
ス
。一
般
の
部

と
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部（
中
学
生

以
下
の
子
ど
も
が
４
人
以
上

乗
艇
）が
あ
り
、毎
年
初
め
て

Ｅ
ボ
ー
ト
に
乗
る
と
い
う

チ
ー
ム
も
多
く
初
心
者
大
歓

迎
の
大
会

だ
。
コ
ス

プ
レ
賞
や

シ
ニ
ア
賞

な
ど
も
あ

る
。
賞
品

は
千
葉
特

産
の
米
、

日
本
酒
、

ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
、

お
茶
、
お

菓
子
、佃
煮
、味
噌
な
ど
。

　

只
今
参
加
チ
ー
ム
募
集
中
。

50
チ
ー
ム
限
定
。参
加
費
１

チ
ー
ム
５
０
０
０
円
。

▽
主
催
・
問
い
合
わ
せ
☎
０
４

３
・
４
９
７
・
３
９
５
１
。

第
５
回
Ｅ
ボ
ー
ト
千
葉
大
会

〜
ハ
ー
バ
ー
シ
テ
ィ
蘇
我
〜

実
行
委
員
会（
ク
リ
ア
ウ
ォ
ー

タ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
ス
内　

担
当

大
場
さ
ん
）

e-mail info@eboatchiba.com

第５回 Ｅボート千葉大会
１０月１７日　受付開始８：３０

ハーバーシティ蘇我

豪華賞品  いろいろ  なんと！ カヌーが当たる

　

ア
ジ
ア
王
者
を
争
う
Ａ
Ｆ

Ｃ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ズ
リ
ー
グ

（
Ａ
Ｃ
Ｌ
）。今
季
で
３
回
目

の
出
場
を
果
た
し
た
レ
イ
ソ

ル
は
、現
在
ベ
ス
ト
８
ま
で
勝

ち
残
り
、準
々
決
勝
を
戦
っ
て

い
ま
す
。

　

対
戦
相
手
は
、中
国
の
広

州
恒
大
。広
州
と
は
３
大
会

連
続
の
対
戦
で
、特
に
２
０

１
３
年
で
は
２
戦
合
計
１‒

８
と
大
き
く
差
を
付
け
ら
れ

た
因
縁
の
相
手
。
サ
ポ
ー

タ
ー
た
ち
も
雪
辱
を
期
し
、

こ
の
対
戦
を
強
く
待
ち
わ
び

て
い
ま
し
た
。「
柏
か
ら
世
界

へ
」を
合
言
葉
に
、柏
ま
つ
り

で
の
練
り
歩
き
や
、バ
ッ
チ
や

ス
テ
ッ
カ
ー
を
自
主
制
作
す

る
な
ど
、柏
市
内
を
巻
き
込

ん
で
の
応
援
活
動
を
お
こ

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

８
月
25
日
、ホ
ー
ム
日
立

台
で
の
第
１
戦
。選
手
た
ち

も
打
倒
広
州
を
誓
い
、必
死

の
戦
い
を
見
せ
ま
し
た
が
、３

点
を
先
行
さ
れ
る
非
常
に
苦

し
い
展
開
。そ
れ
で
も
終
了

間
際
、Ｆ
Ｗ
工
藤
壮
人
選
手

が
１
点
を
返
し
、一
矢
を
報
い

ま
し
た
。工
藤
選
手
は「
サ

ポ
ー
タ
ー
に
す
ば
ら
し
い
応

援
の
雰
囲

気
を
つ
く
っ

て
い
た
だ

い
て
、選
手

と
し
て
結

果
で
恩
返

し

し

た

か
っ
た
。第

2
戦
の
残

り
90
分
も

あ
る
し
、諦

め
ず
に
戦

い
続
け
た

い
」。

　

第
２
戦

は
、９
月
15
日（
火
）に
敵
地

広
州
で
行
わ
れ
ま
す
。最
低
で

も
３
得
点
が
必
要
な
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、選
手
、サ

ポ
ー
タ
ー
と
も
逆
転
を
信

じ
、ア
ジ
ア
制
覇
へ
向
け
て
戦

い
ま
す
。

 　
　

 （
柏
レ
イ
ソ
ル
広
報
）

柏
レ
イ
ソ
ル
公
式
H
P

http://www.reysol.co.jp/
　

春
分
の
日
、秋
分
の
日
を

お
中
日
と
す
る
と
一
週
間
の

彼
岸
会
は
正
月
、お
盆
に
次

ぐ
国
民
的
行
事
で
あ
る
よ
う

で
す
。お
墓
や
お
寺
に
お
詣
り

し
て
、各
家
庭
の
仏
壇
の
前

で
、ご
先
祖
の
供
養
を
し
て
い

る
の
が
現
状
で
し
ょ
う
。私
自

身
は
、先
祖
供
養
は
良
い
こ

と
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、先
祖

供
養
だ
け
に
終
わ
っ
て
い
る

の
が
残
念
な
の
で
す
。

　

仏
教
行
事
と
し
て
彼
岸
会

を
行
っ
て
い
る
の
は
、日
本
だ

け
の
よ
う
で
す
。聖
徳
太
子
の

時
代
か
ら
始
め
ら
れ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
彼
岸
が
先
祖
供
養
と
結

び
付
く
の
は
、こ
の
世
を
此
岸

と
し
て
、あ
の
世
を
彼
岸
と
す

る
こ
と
か
ら
で
、『
観
無
量
寿

経
』の
西
方
日
没
の
日
想
観

と
、西
方
極
楽
浄
土
世
界
を

理
想
郷
と
す
る
死
後
の
往
生

安
楽
国
、浄
土
教
思
想
に
よ

る
の
で
し
ょ
う
。

　

大
乗
仏
教
の
根
底
と
な
っ

て
い
る
般
若
思
想
と
、そ
の
理

想
の「
到
彼
岸（
波
羅
蜜
多
）」

を
も
う
少
し
強
調
す
べ
き
で

し
ょ
う
。彼
岸―

そ
れ
は
理

想
の
世
界
、平
安
な
境
地
、悟

り
の
心
、菩
提
心
、誓
願
。生

か
さ
れ
て
い
る
私
の
、慈
し
み

の
心（
思
い
や
り
）と
、謙
虚
な

姿
勢（
向
上
心
）と
を
深
め
る

た
め
に
は『
般
若
経
』類
に
在

る「
六
波
羅
蜜
」を
修
す
べ
き

で
し
ょ
う
。

⑴
布
施
波
羅
蜜（
ふ
せ
は
ら

み
つ
　   dāna-pāramitā

）

　

布（
あ
ま
ね
く
）施（
ほ
ど

こ
す
）に
は
、①
財
施
②
法
施

③
無
畏
施（
む
い
せ
）の
別
が

あ
り
ま
す
。①
の
財
施
は
形

あ
る
も
の
を
施
す
こ
と
で
、お

坊
さ
ん
に
出
す
お
布
施
も
こ

の
一
つ
で
す
。②
の
法
施
は
正

し
い
真
理
を
教
え
て
あ
げ
る

こ
と
で
、お
坊
さ
ん
の
お
説
教

な
ど
で
す
。③
の
無
畏
施
は
相

手
の
不
安
や
苦
し
み
を
取
り

除
い
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。

　

布
施
波
羅
蜜
を
修
す
る
の

に
代
償
を
求
め
て
は
施
し
に
な

り
ま
せ
ん
。お
坊
さ
ん
の
中
に

は「
お
布
施
の
な
い
お
経
は
読

ま
な
い
」と
言
う
方
も
あ
る
よ

う
で
す
が
、も
っ
て
の
外
で
す
。

最
近
は
、「
お
経
料
」と
か「
戒

名
料
」と
か
、布
施
の
意
が
忘

れ
ら
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

今
の
言
葉
で
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
。

⑵
持
戒
波
羅
蜜（
じ
か
い
は

ら
み
つ     sira-pāramitā

）

　

自
ら
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
戒
律
を
守
り
、節
度
あ
る

生
活
を
す
る
こ
と
。仏
教
に

は
多
く
の
戒
律
が
あ
り
ま
す

が
、今
日
の
在
家
仏
教
的
色

彩
の
強
い
日
本
で
は
、仏
教
徒

と
し
て
守
る
べ
き
、「
十
善
戒
」

を
保
ち
得
た
ら
と
思
い
ま

す
。①
不
殺
生（
ふ
せ
っ
し
ょ

う
）生
き
物
を
殺
さ
な
い
。②

不
偸
盗（
ふ
ち
ゅ
う
と
う
）盗

み
ご
と
を
し
な
い
。③
不
邪
淫

（
ふ
じ
ゃ
い
ん
）男
女
間
の
性

愛
を
乱
さ
な
い
。④
不
妄
語

（
ふ
も
う
ご
）。嘘
を
言
わ
な

い
。⑤
不
綺
語（
ふ
き
ご
）ふ

ざ
け
た
こ
と
を
言
わ
な
い
。⑥

不
悪
語（
ふ
あ
く
ご
）悪
口
を

言
わ
な
い
。⑦
不
両
舌（
ふ

り
ょ
う
ぜ
つ
）二
枚
舌
を
使
わ

な
い
。⑧
不
慳
貪（
ふ
け
ん
ど

ん
）貪
ら
な
い
欲
張
ら
な
い
。

⑨
不
瞋
恚（
ふ
し
ん
に
）怒
ら

な
い
。⑩
不
邪
見（
ふ
じ
ゃ
け

ん
）よ
こ
し
ま
な
考
え
を
し
な

い
。

　

以
上
の
内
、①
②
③
は
体

の
動
作（
身
）に
関
す
る
戒
律

で
、④
⑤
⑥
⑦
は
言
葉（
口
）

に
関
す
る
も
の
で
、⑧
⑨
⑩
は

心
の
作
用（
意
）に
つ
い
て
の

戒
め
で
す
。す
な
わ
ち
、身
口

意
の
三
業（
さ
ん
ご
う
）に
関

す
る
戒
め
な
の
で
す
。

⑶
忍
辱
波
羅
蜜（
に
ん
に
く
は

ら
み
つ ksānti-pāramitā

）

　

こ
の
世
は
楽
し
い
事
ば
か

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。苦
し
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。生
活
し
て

い
く
上
で
、苦
難
に
く
じ
け
ず

耐
え
忍
ん
で
こ
そ
、心
の
平

安
、幸
せ
が
あ
る
の
で
す
。小

さ
な
苦
し
み
を
耐
え
重
ね
る

こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
大
き
な

心
が
得
ら
れ
る
の
で
す
。喜
怒

哀
楽
を
離
れ
て
、よ
り
平
静

な
心
で
対
処
で
き
る
よ
う
に

努
力
し
て
く
だ
さ
い
。

⑷
精
進
波
羅
蜜（
し
ょ
う
じ
ん

は
ら
み
つ

　
　
　  virya-pāramitā

）

　

精
進
と
は
、真
実
の
正
し
い

道
を
求
め
て
一
所
懸
命
精
一

杯
努
力
実
践
す
る
こ
と
で
す
。

先
の
忍
辱
と
精
進
と
は
、車
の

両
輪
の
よ
う
な
も
の
で
、彼
岸

に
至
る
べ
き
生
活
態
度
な
の

で
す
。内
に
向
か
っ
て
忍
辱
、

外
に
向
か
っ
て
精
進
。無
理
せ

ず
、怠
け
ず
、そ
の
日
そ
の
日

を
、精
一
杯
生
き
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

⑸
禅
定
波
羅
蜜（
ぜ
ん
じ
ょ
う

は
ら
み
つ

　
　  dhyāna-pāramitā

）

　

禅
定
と
は
、精
神
を
統
一
し

安
定
さ
せ
る
こ
と
で
、そ
の
修

行
方
法
と
し
て
、座
禅
や
、観

法
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」で
代

表
さ
れ
る
念
仏
、「
南
無
妙
法

蓮
華
経
」で
代
表
さ
れ
る
唱

題
、さ
ら
に
は
古
く
か
ら
あ
る

イ
ン
ド
の
ヨ
ー
ガ
な
ど
が
あ

り
、各
自
に
適
し
た
方
法
を
用

い
て
い
た
だ
け
れ
ば
良
い
の
で

し
ょ
う
。

⑹
般
若（
は
ん
に
ゃ
＝
智
慧
）波

羅
蜜（
は
ら
み
つ

　
　   prajnā-pāramitā

）

　

以
上
の
布
施
・
持
戒
・
忍

辱
・
精
進
・
禅
定
は
慈
悲
に
通

じ
る
実
践
衆
目
で
あ
る
の
に

対
し
、般
若
は
智
慧
と
訳
さ

れ
、先
の
五
つ
以
上
の
重
要
な

修
目
な
の
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
深

く
関
わ
っ
て
、互
い
に
バ
ラ
ン

ス
を
取
り
合
っ
て
向
上
し
て
い

く
の
で
す
。

　

在
家
の
方
に
と
っ
て
、お
彼

岸
の
一
週
間
だ
け
で
も
、以

上
の
六
波
羅
蜜
を
、少
し
で

も
修
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
、こ
こ
に
筆
を
と
っ
た
次

第
で
す
。

【
大
島
祥
明
】１
９
４
４
年

大
阪
市
生
ま
れ
。仏
教
大
学
・

同
大
学
院
修
了（
文
修
）、浄

土
宗
正
僧
正
。87
年
12
月
、

船
橋
市
上
山
町
に
大
念
寺
開

山
。08
年
５
月
、同
市
馬
込

町
に
新
寺
移
転
。『
死
ん
だ
ら

お
し
ま
い
、で
は
な
か
っ
た
』

著
者
。同
著
の
問
い
合
わ
せ

☎
03
・
３
２
３
９
・
６
２
２

１（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所 

書
籍
第

一
部
）

　
「
雲
は
湧
き
光
溢
れ
て
」今

年
も
甲
子
園
の
熱
い
夏
が
終

わ
っ
た
。夏
の
空
を
謳
っ
た
歌

詞
に
重
な
る
の
は
球
児
た
ち

の
汗
や
気
魄
、そ
し
て
涙
。そ

の
輝
き
は
美
し
い
の
一
言
に

尽
き
る
。

　

高
校
野
球
が
始
ま
っ
て
、

１
０
０
年
。し
か
し
、今
年
は

第
97
回
大
会
で
あ
る
。戦
争

中
の
中
止
期
間
が
あ
る
か
ら

だ
。同
じ
夏
の
空
を
白
球
で

は
な
く
、生
徒
ら
の
魂
そ
の

も
の
が
飛
ん
で
い
っ
た
。

　

国
語
の
教
科
書
に
は
い
わ

ゆ
る「
戦
争
教
材
」が
あ
る
。

物
語
を
通
じ
て
そ
の
傷
み
や

命
が
軽
ん
じ
ら
れ
た
時
代
に

心
に
刻
む
平
和
公
式 

れ
な
い
未
曾
有
の
出
来
事
が

あ
っ
た
。こ
ち
ら
は
春
の
選
抜

大
会
だ
が
、そ
う
２
０
１
１

年「
３
・
11
」の
直
後
で
あ
る
。

日
本
中
が
悲
し
み
に
沈
む

中
、野
球
を
し
て
い
て
い
い
も

の
か
、選
手
も
見
守
る
人
々

も
、誰
も
が
葛
藤
し
て
い
た
。

　

そ
の
時
、「
生
か
さ
れ
て
い

る
命
に
感
謝
し
」と
力
強
く
、

真
っ
直
ぐ
に
選
手
宣
誓
が
な

さ
れ
た
の
だ
。正
に
阪
神
淡

路
大
震
災
の
年
に
生
ま
れ
た

彼
ら
が
、東
日
本
大
震
災
を

前
に
全
身
全
霊
で
立
ち
上

が
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

　

毎
年
日
本
中
を
熱
く
す
る

甲
子
園
。な
ぜ
高
校
野
球
が

こ
れ
ほ
ど
熱
を
帯
び
る
の
か
。

野
球
を
越
え
た
何
か
が
そ
こ

に
は
あ
る
と
感
じ
る
。青
春
と

は
何
か
、一
生
懸
命
と
は
何

か
、絆
と
は
、諦
め
な
い
と
は

な
に
か
。多
く
の
こ
と
が
球
児

つ
い
て
考
え
る
も
の
だ
。そ
の

授
業
の
中
で「
６
＋
９
＝
15
」

と
い
う
数
式
を
併
せ
て
考
え

る
こ
と
が
あ
る
。こ
れ
は
８
月

の
足
し
算
で
６
日
が
広
島
、

９
日
が
長
崎
の
原
爆
投
下
を

表
し
、両
日
を
足
す
と
15
日

の
終
戦
記
念
日
に
な
る
、と
い

う
も
の
だ
。世
界
で
唯
一
、被

爆
国
に
生
き
る
私
た
ち
日
本

人
が
導
き
出
す
こ
の
公
式
の

名
は
、「
平
和
公
式
」で
あ
る
。

今
年
、甲
子
園
の
選
手
宣
誓

に
も
し
っ
か
り
と「
８
月
６
日

の
意
味
を
深
く
胸
に
刻
み
」

と
い
う
一
文
が
あ
っ
た
。

　

実
は
他
に
も
う
一
度
だ
け
、

甲
子
園
が
な
く
な
る
か
も
知

の
一
挙
手
一
投
足
か
ら
直
接

的
に
訴
え
か
け
ら
れ
る
の
だ
。

そ
し
て
８
月
の
空
の
下
、野
球

が
精
一
杯
出
来
る
喜
び
を
語

る
彼
ら
か
ら
は
、平
和
な
時

間
と
は
何
か
を
教
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、目
の
前
に
は
こ
れ
か

ら
の
時
代
を
築
い
て
い
く
、球

児
た
ち
と
同
じ
世
代
の
生
徒

た
ち
が
い
る
。平
和
の
中
で
学

べ
る
時
間
に
感
謝
し
、さ
あ
、

今
日
も
彼
ら
と
真
剣
勝
負
だ
。

■
Ｋ
太
先
生

現
役
教
師
。教
育
現
場
や
生

徒
ら
を
取
り
巻
く
風
景
を
、一

枚
一
枚
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
よ

う
に
大
切
に
お
伝
え
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。学
校
の
姿
を

シ
ン
プ
ル
に
、あ
り
の
ま
ま

に
。放
課
後
の
教
室
を
見
つ

め
る
黒
板
消
し
の
よ
う
な
視

点
が
面
白
い
と
思
い
、そ
う

銘
打
っ
た
。

1
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お問い合わせ・お申し込みは（資料請求）

ホームページ 　http://www.753.or.jp
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見学者の方へ
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これからの霊園　これからのお寺これからの霊園　これからのお寺

合同墓合同墓

管理棟管理棟

管理棟

法要堂

管理棟

東

西

第二区画

第一区画

法要堂

法要堂

大念寺本堂大念寺本堂

２０１5年（平成２7年）９月２日（水） （４）第１7７号

04-7146-7312

お墓選びは、よく見て、
  よく考えて
お墓選びは、よく見て、
  よく考えて

船橋　和みの郷霊園の6つの魅力
抜群の交通アクセス
JR船橋駅よりバスで15分、バス停「馬込斎場
前」下車すぐの好立地。最寄駅・東武野田線
「馬込沢駅」よりのんびり歩いて約12分と絶好
のアクセスです。

緑潤う豊富な自然環境
緑を多く取り入れた園内環境は来園者にやす
らぎと和みを提供します。

お墓は全て真東・真西向き
東はお釈迦様、西は阿弥陀様に見守られるあ
りがたい向きにお墓をたてることができます。

充実の近代的設備と管理体制
近代的なスタイルの管理棟と法要堂、休憩所、
駐車場を完備しており、管理人、僧侶が常駐して
おりますので、快適なお参りをサポートします。

園内はバリアフリー
全区画、どなたにもお参りしやすい、バリアフリー
設計を施しています。

安心の地震・津波対策
霊園は海抜25ｍ以上、地山に位置しておりますの
で、墓域全体が地震に強い設計となっています。
また、墓石は全て免震施工で建墓されております
ので安心です。
先の震災での被害は全くありませんでした。

船橋　和みの郷霊園の6つの魅力

お寺の直接管理だから安心！

宗教・宗派不問

生前建墓可

和みの霊園はすべて宗教・宗派を問いま
せん。
どなたでもお求めになれます。また、他の寺
院僧侶も入ることができます。

ご遺骨のない方でも、生前にお求めになれ
ます。

寄付金なし
和みの霊園は、寄付金等一切ございません。

大念寺

「念々寄席」毎月中頃の木曜開催（茶菓付き300円）「写経会（500円）」「法話会（無料）」毎月第1日曜開催

大念寺

  ご成約の方に
一冊プレゼント！
著者サイン入り
「本当の供養とは」
「どういきるのがいいのか」
 のヒントをくれる本。
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大念寺で毎月開催の法話会
写経会・念々寄席には全国
から参加者が訪れます。馬込斎場に隣接の好立地馬込斎場に隣接の好立地

２千人以上を葬送したお坊さんのはなし２千人以上を葬送したお坊さんのはなし

「死んだらおしまい、
ではなかった」（PHP
刊）は発刊から５年余
り、じわりじわりと評判
を呼び、出版数13万2
千部を突破した。著者
は浄土宗の正僧正で
天上山大念寺の大島
祥明住職。

新 合祠墓新 合祠墓

永代合同墓（御一人 10万円）完成永代合同墓（御一人 10万円）完成

法事会食法事会食

墓地全景
188万円～188万円～188万円～

墓地全景

10万円10万円10万円永代祠堂料
（一霊）

永代祠堂料
（一霊）

合 同 墓

新 合祠墓
3万5千円3万5千円3万5千円

遺骨や位牌を共同墓地に合祀したお墓です。お墓を
継承する方がおられなくても、当霊園が責任を持って
永代供養と管理を行います。オプション設定もあります。

詳しくは管理事務所までご相談下さい。

法要（彼岸会・お盆他）法要（彼岸会・お盆他）

永代祠堂料
（一霊）

永代祠堂料
（一霊）

FAX  03・6796・5711

大念寺主催の
第290回 念々寄席

第 二 区 画第 二 区 画

1.5㎡

1.7㎡

2.0㎡

3.0㎡

3.5㎡

4.0㎡

4.8㎡

6.0㎡

面　積 向　き 永代使用料 年間管理料
西向
東向
西向
東向
西向
東向
西向
東向
西向
東向
西向
東向
西向
東向
西向
東向

540,000円
600,000円
620,000円
680,000円
720,000円
800,000円

1,150,000円
1,290,000円
1,260,000円
1,400,000円
1,520,000円
1,680,000円
1,730,000円
1.920,000円
2,300,000円
2,500,000円

10,000円

12,000円

15,000円

23,000円

26,000円

30,000円

36,000円

45,000円

1.5㎡

1.7㎡

2.0㎡

3.0㎡

4.0㎡

面　積
第 一 区 画第 一 区 画

向　き 永代使用料 年間管理料
西向
東向
西向
東向
西向
東向
西向
東向
西向
東向

　完　売　　
540,000円
550,000円
610,000円
640,000円
720,000円
960,000円

1,080,000円
1,280,000円
1,440,000円

9,000円

10,000円

12,000円

18,000円

24,000円

※第一区画の6.0㎡は完売しましたので、第二区画でお求めください。

「和みの郷霊園」永代使用料・年間管理料
（永代使用料・年間管理料に消費税はかかりません） お寺の直接管理だから安心！

永代使用料＋墓石 永代祠堂料3万5千円の『新 合祠墓』受付中！
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